

























なったのは、 1925 年、第 22 期生の「北満及び国
境調査班j によるものである。次に、 1931 年に
第 28 期生の「露支国境遊歴班J と「黒龍江省遊
歴班」の 2 班がフルンボイルを訪れている。 1932
年になると、第 29 期生の「第 2 班」と「第 6 班J、
1933 年には、第 30 期生の「海技爾調査班」がそ
れぞれフルンボイルで調査旅行を実施している。
さらに、 1934 年に第 31 期生の「札蘭屯・免渡河・
満州里調査班」がフルンボイルを訪れているo そ






























同報告書の構成は、「第 1 編 三河地方及北部
国境地方」 5、「第 2 編南部呼倫貝爾の概説J 6、「第
3 編呼倫貝爾に於ける畜産調査J 7、「第 4 編
満州里概説J 8、「第 5 編 海投爾に於けるトルコ
タタルに就いてJ 9 という 5 部分からなる。
報告書の内容構成から見ると、興味深いのは、




安省北分省（旧呼倫貝爾）北部国境地方j の 2 つ
の章によって構成されている。
第 1 章の「興安省北分省（旧呼倫員爾）三河地方J
は、それぞれ「第 1 節地勢J、「第 2 節人口」、「第
3 節交通J、「第 4 節産業j、「第 5 節商業及
び金融J、「第 6 節風俗及び民度j、「第 7節文
化施設J、「第 8 節 三河地方の警備状態」、「第 9
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